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＜連絡事項＞

· 5/15（土）の当直医の先生が変更になります。
5/15（土）半日直・当直　佐々木美和子Dr⇒窪田Dｒ
＜隔離室入室患者様・要注目患者様ケース検討＞

· 畑中成夫様～終日隔離・身体拘束継続中。

　　　　　　　　朝スタッフより、「お膳をひっくり返さない。幻聴・妄想に左右された行動をしなければ本日足の拘束を解除する」事伝えているが、お膳をひっくり返す、コーヒーをかける行為見られている。行動の振り返りで「足の拘束を外してもらえるのを忘れていた」と話す。対面時や介入時の突発的な行動に注意し関わって行きましょう。

· 乙部純一郎様～終日隔離継続中。

　　　　　　　　　開放観察中、服を着るも糸のほつれを探し服を破く行為見られている。

　　　　　　　　　他者からの干渉に対して一時的に大声をあげる事ありますが、トラブルには至っていません。余暇はパズルをして過ごされ終了後は自らテレビ台に片付けられている。日課表を活用しながら、引き続き、開放観察中の衣類・器物破損・他者とのトラブルに注意しながら介入をして行きましょう。

· 小笠原久年様～終日隔離継続中。

　　　　　　　　　夜間4時に覚醒し奇異な行動見られている。

　　　　　　　　　下膳時「タバコ」と部屋から飛び出そうとする事あり、また面会時にもタバコ要求されている。対面時や介入時の突発的な行動に注意し関わって行きましょう。

· 島脇てる様～昨日、合併症室に入院となる。

　　　　　　　　深夜帯、経管栄養カテーテル自己抜去される事あり再挿入している。

　　　　　　　　安ヶ平Ｄｒ指示にて経管栄養中のみミトン拘束の指示となる。

· 石橋正志様～昨日終日隔離解除、東Ａ一般となる。

　　　　　　　　夜間書き物をしており不眠で経過している。他者への話しかけ、多弁、気分の高揚見られる。他者から「うるさい」と言われるもトラブルなし。引き続き、気分・精神状態の観察を行っていきましょう。

· 安達貴浩様～4／15の喫煙室内での出来事について「火を付けたのを疑っているのか」と不機　　

嫌となる。スタッフの動きを気にしている様子あります。所在確認をしていきましょう。

＜新入院患者様＞

中川原　義雄様　　55歳

　　病名:躁うつ病

　　入院形態:医療保護入院

　　病棟:東Aユニット

　　主治医:安ヶ平先生
　　業者洗濯・買物カード作成予定

　　11号室

当院8回目の入院。(7回目　平成18年12月17日～平成21年6月30日)当院退院後は、自宅療養をしながら、定期的な外来通院をしていた。4月に入ってから、気分高揚・母への粗暴行為・不眠・易怒的・多弁で親族に頻回に電話するなどの迷惑行為などがあり、4月12日本人様の弟様から、入院治療について相談の電話があっていた。本日は定期外来での受診であり、母・娘様が同伴。診察は、本人様と家族とは別々に行うが家族からは自宅対応が困難という事で入院治療の希望があり、医師からも本人様に入院治療の必要性がある事を説明するが、入院治療に対しての強い拒否があり、男性職員4名で対応し、薬物調整・症状改善目的の為、11時15分東Aユニットに医療保護入院となる。
母様からの情報

退院後、自宅で孫の世話をしていた。

妻は殆ど家に居らず実家に行っていたが、突然妻から離婚話をされその頃より症状再燃する。

煙草は1日／40本ほど吸っていた。夜間コーヒーを飲んだり煙草を吸うなど不眠で経過していた様子。またパチンコをすることもあり、お金ほしさに家族に対して粗暴的となる事あったとの事。

入院治療の必要性に強く拒否があり、家族に攻撃的となっている。リントン(5)2A筋肉注射施行の指示があり施行。

リントン施行後30分ほど休まれている。

昼食各食全量摂取。食後喫煙要求あり、私物がまだ届いていないこと話すとブツブツ言いながら自室に戻り休まれている。

夜間の睡眠状況の観察、気分・精神状態の観察を行っていきましょう。

